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は鳥海町の笹子地域のお祭りである「月山神

社祭典」が大好きです。私はこのお祭りに長

年、踊り子として参加しています。踊り子は赤い着

物と下駄を身に付け、町内を笛と太鼓のお囃子とと

もに練り歩きます。

　お祭りにはたくさんの鳥海地域の人々が訪れます。

見慣れた顔が多いので緊張しますが、踊り終わった

後は、たくさんの温かい拍手と言葉で会場全体が

包まれます。そんな温かい雰囲気が大好きです。

　このお祭りが大勢の人々に伝わっていないのはと

ても残念に思います。今はＳＮＳが普及している時

代です。それらを上手く活用し、もっと鳥海地域や

由利本荘市の良いところを知ってほしいと思いまし

た。

の家は、黒毛和牛の子牛を育てる仕事をして

います。その子牛がこの地域で牧草や米を食

べて育つと、秋田由利牛になります。　

　以前、父に秋田由利牛のおいしさのひみつを聞い

たことがありました。すると父は、おいしい空気と

水が豊かなこの地域で、愛情を込めて育てているか

らだと教えてくれました。そのことを知り、自然豊

かなここ由利本荘市でしか育たないおいしい秋田由

利牛を、もっとたくさんの人に知ってもらい、味わっ

てほしいと思いました。

　秋田由利牛がいつまでも由利本荘市の自慢であり

続けるように、今ある自然を大切にしたいです。私

一人の力は小さいかもしれないけれど、できること

から始めていきたいです。

愛 ＬＯＶＥ
アイ ラブ

ゆりほんじょう
vol.３6

私 私

自慢の秋田由利牛大好きなお祭りを大勢の人々 へ

子吉小学校 ６年

さん堀内 陽智

鳥海中学校 ３年

（町内名　宮内）（町内名　野宅）

おお た うちほり ひ さとのり

さん太田 璃乃
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７月

８月

９月

市民と語る会実行委員会
議会報編集特別委員会
議会報編集特別委員会
山形県尾花沢市行政視察来訪
市民と語る会実行委員会
市民と語る会全体会
会派代表者会議
市民と語る会「高校生と語る会」

議会運営委員会
臨時会
議会全員協議会
総務常任委員会
教育民生常任委員会
議会運営委員会
会派代表者会議
産業建設常任委員会協議会
本会議（開会）

本会議（一般質問）～５日
議会運営委員会
決算審査特別委員会
委員会（議案審査）決算審査特別委員会～１２日
決算審査特別委員会（主査報告）
議会全員協議会
市民と語る会実行委員会
議会運営委員会
本会議（閉会）
議会全員協議会
市民と語る会全体会

（７／１～９／３０）

 ３日
 ４日

１６日
１８日
１９日
２４日

３０日

５日
７日

２０日

２６日
２８日

４日
５日

１０日
１９日

２５日

９
月

定

例

会

２日
４日

６日
１３日
２０日

２２日

１日
１６日
３１日

１日

７日
１８日
２７日
２８日
２９日
３０日

慶祝、
協賛など

弔　　　事

７月 ８月 ９月

101,525円
（13件）

12,434円
（2件）

21,850円
（5件）

0円
（0件）

0円
（0件）

0円
（0件）

【議長交際費】

詳細はこちらから↑

【議長公務】

詳細はこちらから↑

　本会議でどんなことがどのように話し合われてい

るのか、様々な手段で知ることができます。皆さ

んの暮らしに直結していることばかりです。ぜひご

覧ください。

議会を見よう！知ろう！

★議会を傍聴！ライブで！
★会議録で読む

★ケーブルテレビで生中継

★由利本荘市議会YouTube
　チャンネルでライブ配信

▶ 次の定例会は１１／２９～１２／１７ ◀

７月

８月

９月

各期成同盟会等合同整備促進大会
東北日本海沿岸市町村議会協議会
総会（新潟県村上市）
あきた水と緑の森林祭
旧藩祭
本荘マリーナ海水浴場安全祈願祭
日本海洋上花火大会
秋田県市議会議長会定例会

東北日本海沿岸市町村議会協議会中央要望（東京都）～２日
鳥海獅子まつり
総合防災訓練

遠藤章博士を偲ぶ会
石川善兵衛翁の功績をたたえる植林記念祭
全国ボート所在市町村協議会議長懇話会（鹿児島県薩摩川内市）
本荘東小学校安全祈願祭並びに起工式
各期成同盟会等県内要望（市内・秋田市）
由利本荘・にかほ市民医学講座
市民ボート大会
市功労者選考委員会

議会日誌議会日誌

議長交際費議長交際費

実質収支は9億6470万7千円の黒字

企業会計の状況企業会計の状況

区　　分 総 収 益 支　　出

水 道 事 業

ガ ス 事 業

２４億６４３８万７千円

１２億８０６４万３千円

２１億７５０６万円

１２億１００２万円

下水道事業 ３１億  ２０５万４千円 ３０億９３７６万２千円

市債残高の状況市債残高の状況

年度比較 令和５年度 令和４年度

市 債 残 高 計

市民１人あたり

当該年度末人口

６３８億５３８８万５千円

８９５，７５４円

７１，２８５人

６４９億３４３９万５千円

８９８，３９７円

７２，２７８人

12億4824万円

9億6470万7千円

実質収支

2億8353万3千円

令和５年度繰越財源

歳入歳出差引額

歳入総額

3409万5千円

527億

歳出総額

8585万5千円

514億

令和５年度決算を認定

１０特別会計の状況１０特別会計の状況

予算現額 歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引額

９８億９１６２万８千円 ９９億２１８５万９千円 ９８億３４３１万円 ８７５４万９千円

１０特別会計…国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、診療所運営特別会計、情報センター特別会計、奨学資金特別会計、
介護サービス事業特別会計、スキー場運営特別会計、小友財産区特別会計、北内越財産区特別会計、松ヶ崎財産区特別会計

令和５年度 一般会計決算令和５年度 一般会計決算

議長公務（主なもの）議長公務（主なもの）

市議会カレンダー
● １２月定例会の予定 ●

１１／１０

２３２１１８ １９

１４１３１２１１

２２

１５

２４

１７

２７ ２８２５ ２６

１２／１ ２ ３ ７

３０

１６

２２ ２４ ２５ ２６２３ ２８２７

１５

８

１８ １９ ２０１６ ２１

１４１２ １３

月 火 水 木 金 土

本会議
（一般質問）

本会議
（開会）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

常任
委員会

日

４ ５ ６

９

２０

　１１月２０日（水）

正午までに受理する

請願・陳情を審議

する予定です

２９

本会議
（閉会）

１７

議会の予定は変更になる場合があります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。（ＴＥＬ２４－６３８６）

常任
委員会

常任
委員会

１０ １１

由利本荘市議会
YouTube
チャンネル

市議会議員の辞職について
小川幾代議員が一身上の都合により１０月９日をもって

辞職しました。
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８月臨時会８月臨時会

◆市道森子前郷線（森子橋）橋梁撤去工事（第Ⅰ期）請負契約の締結について

　契約金額：２億６４００万円
　契約の相手方：村岡・山科・菊地工業特定建設工事共同企業体
◆由利本荘市立本荘東小学校　校舎棟Ａ工区　建築主体工事請負契約の締結について

　契約金額：１０億９７８０万円
　契約の相手方：長田建設・菊地建設特定建設工事共同企業体
◆由利本荘市立本荘東小学校　校舎棟Ｂ工区　建築主体工事請負契約の締結について

　契約金額：８億９８１５万円
　契約の相手方：塚本建設・伊藤建友特定建設工事共同企業体

契約関係（主なもの） 可決

◆新ごみ処理施設整備事業に伴う

　敷地造成工事及びアクセス道路整備工事

　請負変更契約の締結について

　変更後の契約金額：６億９５３９万１４００円
　契約の相手方：村岡・木内・高橋秋和特定建設工事
　　　　　　　　共同企業体

契　約　関　係 可決

●由利本荘市国民健康保険条例の一部を

　改正する条例案

条　例　関　係

可決

９月定例会９月定例会

■監査委員（任期：４年）

　髙　橋　真理子　氏（再任）大内地域岩谷

人　事　案　件

同意
たか はし ま り こ

●本荘由利広域市町村圏組合と由利本荘市

　との間の介護保険者に関する事務の委託の廃止に

　ついて

そ の 他（主なもの） 可決

趣旨採択

○陳情第２号（継続審査中）

　年金制度における外国人への脱退一時金の是正

　を国に求める意見書提出についての陳情

　小坪慎也

採　　択

○陳情第９号

　豊かな学びの実現及び教職員定数改善並びに義務

　教育費国庫負担割合引上げを図るための２０２５年

　度政府予算に係る意見書提出についての陳情

秋田県教職員組合　執行委員長　小林久美子

陳　情　結　果

●委員会発案第２号

　教職員定数の改善と義務教育費の国庫負担割合引

　上げを求める意見書の提出について

委 員 会 発 案

意見書
提出

衆議院議長　参議院議長

内閣総理大臣　総務大臣

財務大臣　文部科学大臣

可決

■人権擁護委員（任期：３年）　

　新　田　実生子　氏（再任）矢島地域城内

人　事　案　件

にっ た み き こ

異議
なし

　令和６年７月３０日（火）カダーレを会場に、令和４年
度から３回目となる「高校生と語る会」を開催しました。
　今回は「今後の由利本荘市について語
り合おう」ということで、市内４校の高校生１８人、
市議会議員１４名が 7 つのグループに分かれ、それぞれ
のテーマに沿って話し合いをしました。今年度はさらに話
し合いを深化させ具体的な取り組みに結び付くよう、事
前アンケートからテーマを焦点化し、ワークショップ形式
で話し合いを行いました。
　各グループのテーマは次の通りです。

　どのグループの協議内容も、現代社会や本市の課題を捉えたもので、参加した生徒の課題意識の高さが
うかがわれました。
　協議を進めるにあたり、まずは本市の現状を話し合い、さらに理想とする本市の姿やそこに向かうため
の具体的な取り組みについて話し合いました。その後の全体会では、各グループから発表を行い、協議内
容の共有化を図りました。
　開催後実施したアンケートでは、他校の生徒や市議会議員と意見交換ができたことで、さまざまな意見
を聞くことができた充実感や、本市のまちづくりについて話し合うことの新鮮さについての記述が多く見ら
れました。また、自由記述の中には「由利
本荘市を自分たちが作っていかなければとい
う意識が生まれた」「地域との連携をしっか
りし、いいまちづくりをしていきたい」など、
本市のまちづくりを他人ごとではなく、自分
自身の問題として積極的に捉える姿も見られ
ました。高校生の由利本荘市を思う気持ちを
うれしく思うとともに頼もしく感じました。
　議会では、今回の語る会の内容を報告書と
してまとめるとともに、市への提言としてあげ
るべき意見について検討していく予定です。

（実行委員会委員長　小松浩一）

●少子高齢化・人口減少への対策
●学生の学習スペース
●公共施設の利活用
●秋田の良さや自然を生かしたまちづくり
●若者向けの施設やイベント
●農業の担い手減少への対策
●高校での給食実施

「市民と語る会」開催

令和６年度  由利本荘市議会
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総 … 総務常任委員会 教 … 教育民生常任委員会 産 … 産業建設常任委員会

文中の記号は次のとおり所管委員会を表しているものです。

８月臨時会・
９月定例会のトピックス

　８月臨時会が、８月７日に開催され専決処分報告（補正予算）２件、契約７件、補正予算案１件が可決され
ました。
 また、９月定例会が、８月２８日から９月２５日までの２９日間の日程で開催され、専決処分報告（補正予算）
１件、令和５年度決算認定１４件、人事案件２件、条例案１件、補正予算案１３件、契約案件１件、その他５件
の案件３７件が審議され、すべてが原案のとおり可決されました。
　また、継続審査中のものを含む陳情２件の内、採択は１件、趣旨採択１件となりました。

７月２４日からの豪雨災害に
ついて

土砂崩れの箇所（由利地域堰口）

令和6年9月７日（土）から8日（日）　　会場／川内川特設会場

ここが聞きたい
一 般 質 問

泉谷赳馬
（高志会）

　鹿児島県薩摩川内大会に向けて私ども市議会クルーは、今年１
月からアクアパルのフィットネスジムでの体力づくりに始まり、6月か
ら8月末までは実戦形式での練習を重ね全国大会に臨みました。
　議会議員の部には24チームが出場、大会初日には5組による
予選が行われ、各組の１位だけが決勝に進み、2位以下は交流
戦（タイムレース）に臨むことになります。
　私ども、議会子吉川クルーは、予選で今まで経験のない波に
翻弄されて愛知県東郷町議会に1秒78差の2位となり翌日の交
流戦に臨むことになりました。交流戦当日は波も収まり、１月から取り組んできた子吉川クルーの練習成果を150％発
揮。常勝チームの戸田市議会モクセイ、大津市議会αなどを押えて18クルー中第１位（1分31秒）となりました。
　この成績は、議会議員の部決勝戦で第１位となった大津市議会βと、交流戦で第１位となった私ども市議会子吉川
クルーとは0秒13差で、議員の部24クルー中第2位のタイムで漕ぐ事が出来ました。来年の第34回大会は13年ぶりに
兵庫県豊岡市での開催となります。前回（第21回豊岡）の大会においては、子吉川クルーが議会議員の部第１位、鳥
海山クルーがシニアの部第２位。また本荘由利森林組合が初優勝を飾っています。次期、豊岡大会に向けては、今年
の反省を踏まえ更に進化し「ボートのまち由利本荘」のPRと交流に努めますのでご支援お願い致します。

（議会クルー　伊藤順男）

■市議会参加メンバー　伊藤順男・長沼久利・三浦晃・佐藤健司・佐藤義之・小松浩一・甫仮貴子・松本学・泉谷赳馬
■チーム由利本荘参加クルー　森林組合Ｌ（決勝第２位）・森林組合（決勝第３位）・ちゃ田ま・んだべおん！・Teamやまと

復
旧
の
見
込
み
は
。

被
害
箇
所
が
膨
大
な
数
で
あ
る

た
め
、
復
旧
は
数
年
間
の
ス
パ

ン
に
な
る
こ
と
も
見
込
ま
ざ
る
を
得
な

い
状
況
で
あ
る
。
現
時
点
の
方
針
と
し

て
は
、
３
年
以
内
の
復
旧
を
目
途
に
進

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問答 豪
雨
災
害
へ
の
対
応
は

復
旧
の
対
応
状
況
や
復
旧
予
定

を
随
時
公
表
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

公
共
災
害
復
旧
工
事
に
つ
い
て
、

公
式
ラ
イ
ン
ア
カ
ウ
ン
ト
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
通
行
止
め
や

災
害
箇
所
な
ど
、
そ
の
復
旧
状
況
な
ど

を
タ
イ
ム
リ
ー
に
市
民
に
お
知
ら
せ
で

き
る
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

問答

復
旧
ま
で
時
間
を
要
す
る
箇
所

の
大
雨
や
台
風
、
降
雪
へ
の
対

策
は
。復

旧
が
来
年
度
以
降
と
見
込
ま

れ
る
箇
所
が
多
く
あ
る
。
対
応

問答

に
つ
い
て
は
適
切
に
安
全
管
理
を
行

い
、
必
要
な
箇
所
に
つ
い
て
は
ブ
ル

ー
シ
ー
ト
や
土
の
う
を
設
置
す
る
な

ど
、
被
害
の
拡
大
防
止
に
努
め
る
。

被
災
住
家
の
解
体
費
用
を
支
援

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

議
員
ご
提
案
の
転
居
を
条
件
と

し
た
解
体
費
用
の
支
援
は
、
そ

の
地
域
に
残
る
市
民
と
の
公
平
性
の
観

点
か
ら
困
難
と
考
え
て
い
る
。
今
後
の

研
究
課
題
と
し
て
、
他
市
の
取
り
扱
い

状
況
等
の
情
報
収
集
に
努
め
る
。

問答

市
政
運
営
の
財
政
的
影
響
は
。

市
債
借
入
額
が
多
額
に
な
り
、

償
還
期
間
が
10
年
と
短
期
間
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
後
年
度
の
財
政
負
担

は
少
な
く
な
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後

の
財
政
運
営
で
は
、
各
種
事
業
の
先
送

り
や
事
業
費
の
平
準
化
な
ど
も
視
野
に

入
れ
て
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
局

面
も
想
定
し
て
い
る
。

問答

第３3回全国市町村交流レガッタ薩摩川内大会
さつ ま せん だい

豪雨による道路被害（久保田）

堤防が決壊した西目川（西目町西目）

板戸川にかかる惣七橋への流木の堆積（東由利舘合）

市道久保田大森台線

水稲等冠水被害　　　　 6億4828万円（888.67ha）
栽培施設等被害　　　　 5億8068万円
農地・農業用施設被害　80億 446万円（3434箇所）
林道施設被害　　　　　 4億 149万円 （282箇所）
山地被害　　　　　　　18億7900万円 （45箇所）
道路被害　　　　　　　72億9103万円 （548箇所）
河川被害　　　　　　　36億1678万円 （192箇所）
（9月30日時点）
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佐藤健司
（高志会）

結
婚
支
援
策
と
子
育
て
支
援
策

は
。

「
ア
ベ
イ
バ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、

若
者
同
士
の
出
会
い
の
場
を
創

出
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
好
評
で
、
結

婚
新
生
活
支
援
事
業
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

か
ら
も
結
婚
を
後
押
し
す
る
も
の
と
な

っ
て
お
り
、
人
口
減
少
の
抑
制
に
一
定
の

効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て
は
、
伴
走

型
の
相
談
対
応
や
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
「
あ
お
ぞ
ら
」
な
ど
で
の
相
談

機
能
の
充

実
を
図
る

な
ど
、
不

安
や
悩
み

を
解
消
で

き
る
よ
う

に
切
れ
目

の
な
い
効

果
的
な
施

策
の
展
開

に
努
め
る
。

問答 人
口
減
少
対
策
と
市
活
性
化
策
は

子
牛
価
格
、
牛
肉
の
枝
肉
価
格

の
低
迷
打
開
の
た
め
、
秋
田
由

利
牛
販
売
拡
大
の
方
策
を
。

「
秋
田
由
利
牛
振
興
協
議
会
」
が

主
体
と
な
り
、
都
内
ス
ー
パ
ー

や
首
都
圏
の
飲
食
店
に
対
し
取
扱
量
の

拡
大
に
つ
い
て
お
願
い
し
て
い
る
ほ
か
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
イ
ベ
ン
ト
出
店
、
市

内
小
学
校
給
食
へ
の
食
材
提
供
な
ど
に

加
え
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
企

画
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
う
し

た
取
り
組
み
の
充
実
強
化
を
図
り
な
が

ら
、
消
費
拡
大
に
向
け
後
押
し
す
る
。

問答 農
業
振
興
策
は

ここが聞きたい
一 般 質 問
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自宅敷地内の土砂の
撤去費助成金

問 　助成の内容は。

答 　住宅、非住家、宅地において日常生活に支障
や、使用が困難と認められたとき、対象経費の
２分の１以内（上限６０万円）を助成する。

　豪雨災害での土砂撤去費を助成します。 総

鳥海山ろく線の災害復旧支援

問 　被災内容と支援内容は。

答 　豪雨の被災箇所については、１１箇所。災
害総額約７０４０万円。
　負担割合は、国庫補助４分の１、県８分の１、
本市８分の１、鉄道事業者負担２分の１。
　県と市は、国の災害復旧事業補助金を活用
が可能となる。鉄道事業者は、第三セクター
鉄道等協議会土木構造物保険を利用する。

　豪雨災害による復旧事業を支援します。

総

黒沢架道橋崩落現場

被災者見舞金支給費
２２０万円を補正

問 　支給対象や支給額は。

答 　自然災害により住家の全壊、流失、半壊ま
たは床上浸水の被害を受けた方が対象。罹
災証明の被害の内容により、全壊１０万円、半
壊５万円、準半壊及び床上浸水は２万円の見
舞金を支給する。

　７月の豪雨により被災された方に見舞金を支給

します。 教

育
成
就
労
制
度
へ
の
市
の
対
応

は
。

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
に

あ
た
っ
て
は
、
２
０
２
７
年
に

「
育
成
就
労
制
度
」
が
導
入
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。
本
人
の
意
向
に
よ
る
就
労

場
所
の
変
更
も
可
能
と
な
り
、
都
市
部

へ
の
人
材
流
出
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
市
と
し
て
は
、
企
業
や
労
働
者
に
寄

り
添
っ
た
施
策
の
充
実
の
ほ
か
「
秋

田
県
外
国
人
材
受
入
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
と
の
連
携
を
強
化
す
る
。

問答 産
業
振
興
策
は

佐々木隆一
（日本共産党）

政
府
が
巨
額
の
税
金
を
投
入
し

て
も
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
が

伸
び
な
い
の
は
窓
口
で
有
効
期
限
切
れ

や
被
保
険
者
で
あ
る
資
格
確
認
が
無
効

と
出
た
り
す
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起

き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
市
内
の
医
療
機
関
、
薬
局
の
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
の
普
及
数
、
普
及
率
は
い
く

ら
か
。
利
用
率
は
い
く
ら
か
。

　
こ
の
制
度
に
対
し
て
反
対
の
意
見
も

多
い
が
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

医
療
機
関
や
薬
局
の
導
入
数
は

１
１
３
、
普
及
率
は
97
％
、
利

用
率
は
国
保
で
16
％
、
後
期
高
齢
者
保

険
で
10
％
で
あ
る
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
や
安
全
性
を
丁
寧
に
伝
え
、
市
独
自

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
利
用
に
よ
る

利
便
性
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答 マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
対
応
は

今
年
は
教
科
書
採
択
の
年
で
中

学
校
で
来
年
度
か
ら
４
年
間
使

う
教
科
書
の
採
択
が
行
な
わ
れ
た
。

　
そ
の
中
に
は
日
本
の
侵
略
戦
争
を
美

化
し
憲
法
を
変
え
て
戦
争
す
る
国
づ
く

り
に
誘
導
す
る
か
の
よ
う
な
「
戦
争
回

帰
」
が
進
め
ら
れ
教
職
員
や
保
護
者
が

危
惧
す
る
教
科
書
も
あ
っ
た
。

　
教
科
書
採
択
は
ど
の
よ
う
に
し
て
決

ま
っ
た
の
か
。

市
民
や
教
職
員
か
ら
意
見
を
募

り
、
採
択
地
区
協
議
会
が
さ
ま

ざ
ま
な
観
点
か
ら
教
科
ご
と
に
検
討
し
、

慎
重
に
議
論
を
進
め
て
き
た
。

　
採
択
地
区
協
議
会
で
は
公
正
か
つ
適

正
に
進
め
て
い
る
。
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
採
択
さ
れ
た
教
科
書
が
公
開
さ
れ

て
お
り
、
今
後
も
厳
正
か
つ
適
正
に
進

め
て
い
く
。

問答 開
か
れ
た
教
科
書
採
択
を

こどもプラザあおぞら

久保田集落センター改修

問 　補助の内容は。

答 　平成２９年に市から譲渡された建物。豪雨
災害には、災害救助法が適用されたことから、
補助率を３分の２にかさ上げし、集会施設改
修補助金８６万８千円を追加する。

　豪雨災害に伴い改修補助金を追加します。

総

豪雨災害で改修補助金が追加された、久保田集落センター

災害救助法に基づく住宅の
応急修理制度

問 　制度の概要は。

答 　災害により住宅が一定の被害を受け、自ら
修理する資力のない世帯が対象となる制度。
被災した住宅の居室・台所・トイレなどの日常
生活に必要な最小限度の部分の応急的な修
理について、市が修理業者に依頼し、修理費
用を直接業者に支払う。「半壊」以上が３５件
と想定し、予算措置をした。

　豪雨被害に対して、被災住宅の応急修理に係

る委託料２５０９万円を専決処分により予算措置

したものです。

産

被災住宅特定空家化対策事業

問 　事業の内容は。

答 　被災した住宅が空き家として放置されること
を抑止するとともに、その住宅の解体工事に
要する費用の一部を補助する。補助対象住宅
は個人の住宅で半壊以上と認定されたもの。
補助金は補助対象経費の２分の１以内（上限
５０万円）とする。

　７月２４日からの豪雨で被災した住宅の解体工

事費用の一部を補助します。

教
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ここが聞きたい
一 般 質 問

阿部十全
（無所属）

小川幾代
（立憲民主党）
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災
害
時
情
報
伝
達
方
法
と
し
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
防
災
メ
ー
ル

も
重
要
だ
が
、
声
が
直
接
届
く
広
報
車

の
活
用
は
。

広
報
車
両
は
消
防
関
係
を
除
き

全
市
で
30
台
、
各
総
合
支
所
に

最
低
１
台
配
置
さ
れ
て
い
る
。
土
砂
災

害
・
全
国
統
一
防
災
訓
練
で
、
広
報
車

で
の
避
難
指
示
な
ど
を
周
知
す
る
情
報

伝
達
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。
情
報
提

供
は
被
災
さ
れ
た
方
々
に
寄
り
添
う
手

段
の
一
つ
と
し
て
必
要
に
応
じ
実
施
し

て
い
く
。

問答 災
害
対
策
は

避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難
所

利
用
が
無
か
っ
た
こ
と
の
状
況

と
検
証
に
つ
い
て
。

住
民
の
避
難
行
動
の
実
施
に
つ

い
て
は
、
自
主
防
災
組
織
の
活

動
状
況
や
被
災
者
の
生
活
再
建
状
況
、

避
難
指
示
発
令
、
避
難
誘
導
な
ど
の
タ

イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
調
査
・
検
証
を
行

っ
て
い
く
。
避
難
行
動
要
支
援
者
の
方

問答

特
例
措
置
に
よ
る
軽
減
や
見
直

し
な
ど
が
あ
り
、
不
確
実
な
収

入
だ
が
、
事
業
者
か
ら
確
実
に
事
業
開

始
の
確
約
が
あ
っ
た
の
か
。

事
業
者
よ
り
２
０
３
０
年
末
の

運
転
開
始
を
目
指
し
て
い
る
と

伺
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
前
提
に
課
税
を

見
込
ん
で
い
る
。
財
政
見
通
し
に
つ
い

て
は
、
現
時
点
で
限
ら
れ
た
情
報
の
中

で
推
計
を
行
っ
た
も
の
で
、
あ
く
ま
で

も
試
算
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
年
５

億
円
程
度
と
し
た
。

問答 洋
上
風
力
発
電
の

　
　固
定
資
産
税
に
つ
い
て

町
内
会
解
散
に
つ
い
て
の
相
談

へ
の
対
応
は
。

町
内
会
の
イ
ベ
ン
ト
が
な
く
な

る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

機
能
の
減
退
に
繋
が
り
、地
域
の
防
犯
・

防
災
力
の
低
下
を
招
く
な
ど
、
よ
り
よ

い
生
活
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
懸
念
が
生
ま
れ
る
。
こ
の
ほ

か
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
、
集

会
所
の
取
り
扱
い
な
ど
の
課
題
も
生
じ

る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

問答 町
内
会
解
散
の
リ
ス
ク
は

路
線
バ
ス
廃
止
へ
の
対
応
は
。

運
送
業
の
働
き
方
改
革
に
よ
る

勤
務
時
間
の
縮
減
と
慢
性
的
な

運
転
手
不
足
な
ど
、
路
線
の
維
持
が
極

め
て
厳
し
い
中
、
２
路
線
に
つ
い
て
事

業
者
か
ら
廃
止
協
議
の
申
し
出
を
受
け
、

検
討
し
て
い
る
。

　
岩
谷
線
は
大
内
地
域
を
運
行
す
る
コ

問答 移
動
手
段
の
確
保

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
延
伸
し
、
本
荘
地

域
内
の
交
通
結
節
点
ま
で
運
行
す
る
。

赤
田
線
は
児
童
・
生
徒
の
通
学
は
ス
ク

ー
ル
バ
ス
の
運
行
を
教
育
委
員
会
と
協

議
し
て
お
り
、
一
般
の
利
用
者
に
つ
い

て
は
乗
り
﹇
逢
い
﹈
交
通
事
業
を
赤
田

地
区
と
の
対
話
会
に
て
提
案
し
て
い
る
。

遊
具
の
総
点
検
後
、
修
理
の
優

先
順
位
は
。

全
て
の
小
学
校
を
対
象
に
、
今

年
５
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
安

全
点
検
を
し
た
と
こ
ろ
、
７
校
に
状
態

の
悪
い
遊
具
が
９
基
確
認
さ
れ
た
。
子

ど
も
達
の
安
全
を
第
一
に
考
え「
安
心
・

安
全
」
な
教
育
環
境
の
維
持
に
努
め
て

い
る
。
遊
具
の
修
理
に
つ
い
て
は
設
置

の
年
数
、
使
用
頻
度
、
現
在
の
状
況
、

各
学
校
に

お
け
る
遊

具
の
数
や

種
類
を
総

合
的
に
考

慮
し
な
が

ら
優
先
順

位
を
つ
け

て
い
る
。

問答 校
庭
遊
具
の
早
期
修
理
を

新ごみ処理施設敷地造成及び
アクセス道路整備工事変更契約締結

問 　具体的な変更内容は。

答 　アクセス道路法面工を種子散布から植生
基材吹付に変更。造成エリアの雨水排水を適
切に処理するための盛土配水管布設工など
を追加。３５３９万１４００円の増額となる。

　現地調査の結果、法面の工事内容などを変更し

ます。 教

造成が進むアクセス道路

が
躊
躇
せ
ず
避
難
行
動
を
行
え
る
よ

う
に
さ
ら
に
研
究
を
進
め
る
。

7月25日朝の様子（石沢上野）

三セク・フォレスタ鳥海に
補助金

問 　補助の背景は。

答 　新社長が就任する前までの第１四半期（４
月～６月）の純損失額相当額（１３１０万円）を
支援する。そのほか、従業員の育成や営業活
動、イベント企画などに必要な経費として、相
当額（４９０万円）を支援する。

　「フォレスタ鳥海」を運営する市の第三セクタ

ー・株式会社フォレスタ鳥海に、１８００万円の運営

資金を補助するものです。 産

使用できない複数の遊具

森子橋の橋梁撤去

問 　撤去の経緯と予定は。

答 　昭和４５年９月に竣工し供用を開始した森子
橋は、平成２９年度の橋梁診断において「早
期措置段階」と判定された。平成２１年から
は桁下余裕高の不足を指摘され、豪雨時には
水防団による通行止め措置を実施している。
　令和６年度は第Ⅰ期工事として、上部工及
び橋脚１基を撤去する。令和７年度に橋脚２
基を撤去、令和１２年から１３年度に国道切廻
しを行い、橋台を撤去する予定である。

　市道森子前郷線（森子橋）橋梁撤去工事（第

Ⅰ期）の請負契約を２億６４００万円で締結します。

産

解体計画された森子橋

東由利・湯楽里の源泉引湯管
修繕および売上減少補填

問 　修繕と補償補填の概要は。

答 　７月２４日からの豪雨により、黄桜温泉湯
楽里の源泉引湯管が破損、流出したため、仮
設管復旧及び本復旧修繕費用１４６万円を、
予備費により対応した。
　また、黄桜の里に対し、温泉部門の営業休止
期間の売り上げ減少額１４４万円を補填する。

　豪雨災害によって破損した黄桜温泉「湯楽里」

の源泉引湯管の修繕費を、予備費により対応し

ました。また、「湯楽里」を運営する市の第三セク

ター・株式会社黄桜の里に対し、温泉部門の売上

減少分を補償補填するものです。 産

松くい虫被害防止事業費
補助金の増額

問 　増額の背景は。

答 　当初予算である７００万円を上回る事業実
施要望に対応するため、７３９万円を増額し、
補正後の額を１４３９万円とする。

　松くい虫被害木の伐採などを対象に事業費を

増額補正するものです。 産
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政
策
提
案
の
た
め
の
委
員
会
所
管
事
務
調
査

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

１
．
は
じ
め
に

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
将
来
に

わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
交
通
体
系
を
構

築
す
る
こ
と
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。「
生

活
の
足
」
を
守
る
た
め
、
本
市
の
実
態

に
即
し
た
公
共
交
通
の
在
り
方
を
検
討

す
る
と
と
も
に
、
利
用
促
進
策
や
デ
マ

ン
ド
交
通
な
ど
、
先
進
地
域
の
公
共
交

通
を
参
考
に
課
題
解
決
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
、調
査
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
。

２
．
中
間
報
告

⑴
現
状
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
の
方

　向
性

　
地
域
公
共
交
通
計
画
や
交
通
対
策
に

つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
、
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
の
活
用
、
利
用
者
数
目
標
の

達
成
状
況
な
ど
の
現
状
把
握
を
行
い
、

本
市
の
方
向
性
と
今
後
の
課
題
解
決
に

向
け
て
調
査
研
究
す
る
。

⑵
先
進
地
域
の
視
察
か
ら

①
北
海
道
北
見
市

　
公
共
交
通
空
白
地
域
は
無
く
、
路
線

バ
ス
運
賃
は
均
一
で
、
ど
こ
か
ら
で
も

乗
れ
る
デ
マ
ン
ド
バ
ス
と
し
て
運
行
し

て
い
る
。
ま
た
、
路
線
バ
ス
の
位
置
情

報
が
確
認
で
き
る
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
を
行
っ
て
お

り
、
待
ち
時
間
の
短
さ
な
ど
好
評
を
得

て
い
る
。
さ
ら
に
、
利
用
者
の
少
な
い

路
線
で
は
、
代
替
え
と
し
て
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
混
乗
化
運
行
を
し
て
い
る
。

②
北
海
道
弟
子
屈
町

　
公
共
交
通
を
観
光
に
活
用
す
る
た
め
、

え
こ
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
２
日
券
、
３
日
券

で
期
間
中
乗
り
放
題
と
し
、
繁
忙
期
は

観
光
地
へ
の
増
便
を
行
っ
て
い
る
。

③
北
海
道
札
幌
市

　
利
用
者
が
少
な
い
循
環
バ
ス
の
代
替

と
し
て
一
地
域
、
路
線
バ
ス
の
代
替
と

し
て
一
地
域
で
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
一

台
を
利
用
し
た
デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
実

験
を
行
っ
て
お
り
、
予
約
制
の
運
行
で
、

事
業
者
協
賛
制
度
が
あ
り
、
協
賛
金
に

よ
り
停
留
所
設
置
や
車
内
広
告
な
ど
を

選
べ
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

⑶
今
後
の
取
り
組
み

　
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
交
通
体

系
、
地
域
で
運
行
し
て
い
る
車
両
の
有

効
利
用
な
ど
、本
市
の
課
題
に
対
し
て
、

参
考
に
な
る
事
例
も
多
く
、
今
後
も
検

討
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）

こ
こ
が

聞
き
た
い

こ
こ
が

聞
き
た
い

12P 佐々木隆一（日本共産党）

１．大雨被害・各河川の浚渫と堤防の嵩上

　  げを急ぐべき

２．地方自治法改正で災害対応などへの影

　  響は

３．マイナ保険証への対応は

４．コロナ医療に経済支援を要請すべき

５．子ども医療費の「窓口負担復活」促す新

　  たな通知への対応は

６．保護司の実態を把握し安全に配慮を

７．開かれた教科書採択を

11P 小川幾代（立憲民主党）

１．県で行う１８歳までの医療費助成による

　  影響は

２．新型コロナウイルスワクチン定期接種と

　  インフルエンザワクチン任意接種への費

　  用助成について

３．町内会解散への対応は

４．クーリングシェルターの実施状況は

５．路線バスの運行路線廃止とその後の対

　  応について

６．学校敷地内の遊具の修理について

10P 高橋信雄（高志会）

１．災害対応のタイムラグ等の検証について

２．インフラの点検と改修について

３．法定外公共物の災害復旧と責任の所在

　  について

４．災害時の被災地、被災者との連絡体制

　  について

５．ライフラインの確保について、断水の原

　  因は何か

６．激甚災害指定について

７．新ごみ処理施設整備事業の計画４年先

　  送りについて

11P 阿部十全（無所属）

１．災害対策について

２．洋上風力発電の固定資産税について

12P 佐藤健司（高志会）

１．財政運営について

２．人口減少対策と市活性化策について

３．農業振興策について

４．産業振興策について

13P 泉谷赳馬（高志会）

１．今般の豪雨災害への対応と影響、今後起

　  こりうる災害への対策について

２．ＩＴ・ＡＩツールの利活用について

３．「起業するなら由利本荘市で」をキャッ

　  チフレーズとした起業支援施策について

９月定例会では、
６人の議員が質問に立ちました。
YouTube配信をQRコードより
ご覧になれます。

地
す
べ
り
地
域
が
多
く
、
地
域

の
集
会
場
な
ど
が
避
難
所
に
指

定
さ
れ
て
い
な
い
。

　
自
主
避
難
の
一
時
避
難
場
所
と
し
て

は
評
価
で
き
る
が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
か
ら

外
れ
る
も
の
か
。

災
害
対
策
基
本
法
施
行
令
に
は
、

市
が
避
難
所
と
し
て
指
定
す
る

条
件
が
示
さ
れ
、
さ
ら
に
市
地
域
防
災

計
画
で
は
、
対
象
と
す
る
異
常
な
気
象

現
象
の
種
類
ご
と
に
避
難
所
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
多
く
の
地
域
の
集
会
所
な
ど

は
、
指
定
避
難
所
と
し
て
指
定
さ
れ
て

い
な
い
が
、
発
災
時
に
避
難
者
な
ど
が

自
ら
開
設
す
る
広
義
の
避
難
所
と
し
て
、

類
型
の
ひ
と
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。

問答 指
定
さ
れ
な
い
集
会
場
な
ど

　
　へ
の
避
難
の
在
り
方
は

高橋信雄
（高志会）

由
利
地
域
黒
沢
踏
切
よ
り
子
吉

川
上
流
に
向
か
う
と
左
岸
堤
防

が
右
岸
に
比
べ
て
１
メ
ー
ト
ル
以
上
低

く
、
今
回
越
水
し
住
家
浸
水
被
害
に
遭

わ
れ
た
。

　
堤
防
か
さ
上
げ
の
改
修
工
事
を
強
く

望
む
。

沿
川
の
皆
様
の
不
安
の
早
期
解

消
を
求
め
、
明
法
、
森
子
地
区

子
吉
川
左
岸
の
堤
防
か
さ
上
げ
に
つ
い

て
具
体
的
な
計
画
策
定
に
着
手
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
国
に
働
き
か
け
を
強
く

行
っ
て
い
く
。

　「
子
吉
川
圏
域
流
域
治
水
協
議
会
」

に
お
い
て
再
度
災
害
防
止
に
向
け
た

「
水
災
害
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
立
ち
上

げ
が
決
定
し
、
越
水
や
決
壊
の
あ
っ
た

流
域
治
水
対
策
の
加
速
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問答 子
吉
川
左
岸
の
早
期
改
修
で

　
　
　
　
　
　不
安
解
消
を

　
市
議
会
で
は
、
政
策
の
提
案
や
提
言
を
目
指
し
て
事
務
事
業
の
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
常
任
委
員
会
（
総
務
・
教
育
民
生
・
産
業
建
設
）
ご
と
に
所
管

す
る
事
務
事
業
か
ら
テ
ー
マ
を
定
め
、
２
年
間
（
令
和
５
年
１１
月
か
ら
令
和
７
年

１０
月
）
の
期
間
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
中
間
報
告
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

…先進地視察先…

 ７月８日～１０日

●北海道北見市

●北海道弟子屈町

●北海道札幌市

地域公共交通について

総務 常任委員会

カーリング「ロコ・ソラーレ」のまち北見市にて観光地での公共交通活用に取り組む弟子屈町にて

世界に誇る急生長した札幌市にて

て

し

か
が
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１
．
は
じ
め
に

　
全
国
的
に
少
子
化
の
進
展
が
加
速
す

る
中
、
本
市
に
お
い
て
も
少
子
化
対
策

と
し
て
の
子
育
て
支
援
の
充
実
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。
現
在
、本
市
で
は
「
第

２
期
由
利
本
荘
市
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
支
援
の
充
実

に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
な

さ
れ
て
い
る
が
、
未
だ
課
題
も
多
い
。

そ
こ
で
、
先
進
地
の
取
り
組
み
か
ら
、

本
市
に
お
け
る
子
育
て
支
援
施
策
の
充

実
に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
調
査
研
究
す

る
も
の
で
あ
る
。

２
．
中
間
報
告

⑴
本
市
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
の
分
析

　
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
や
「
ふ

ぁ
み
り
あ
」
に
お
け
る
相
談
件
数
は
そ

れ
ぞ
れ
年
間
３
０
０
件
を
超
す
。
相
談

内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
子
育
て
世
代
の

悩
み
や
不
安
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

一
方
で
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
業
は
年
間
延
べ
利
用
件
数

は
20
件
と
低
調
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
か
ら
出
産
か
ら

子
育
て
期
に
お
け
る
切
れ
間
の
な
い
支

援
（
経
済
的
支
援
、
悩
み
や
不
安
へ
の

支
援
）
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
型
の
子
育
て
支

援
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
づ
く

り
な
ど
が
課
題
と
し
て
浮
き
上
が
っ
た
。

⑵
先
進
地
域
の
視
察
か
ら

①
大
阪
府
大
東
市

　
市
内
を
網
羅
す
る
形
で
子
育
て
支
援

拠
点
が
あ
り
、
気
軽
に
施
設
を
利
用
し

相
談
で
き
る
環
境
が
出
来
て
い
る
。
ま

た
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
事
業
の
利
用
率
も
高
く
、
子
育
て

を
支
え
る
体
制
が
整
っ
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
た
。

②
岡
山
県
奈
義
町

　
少
子
化
対
策
は
最
大
の
高
齢
者
福
祉

と
位
置
付
け
、
令
和
元
年
に
は
合
計
特

殊
出
生
率
2
・
9
5
を
記
録
し
た
。
経

済
的
支
援
の
他
、
地
域
の
つ
な
が
り
を

生
か
し
た
「
メ
ン
タ
ル
的
支
援
」
の
充

実
が
特
筆
さ
れ
子
育
て
の
悩
み
や
不
安

に
寄
り
添
っ
た
支
援
が
充
実
し
て
い
た
。

（
３
）
今
後
の
取
り
組
み

　
本
市
の
現
状
と
先
進
地
視
察
の
調
査

に
よ
り
、
経
済
的
支
援
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
メ
ン
タ
ル
的
支
援
の
充
実
も
重

要
と
感
じ
た
。
今
後
、
本
市
の
子
育
て

世
代
の
声
を
聞
く
機
会
を
設
け
、
本
市

の
実
情
に
沿
っ
た
支
援
の
在
り
方
を
探

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
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１
．
は
じ
め
に

　
２
０
３
０
年
に
は
本
市
沖
に
お
い
て
国

内
最
大
級
の
着
床
式
洋
上
風
力
発
電
の
稼

働
が
予
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国
内
で
初

め
て
浮
体
式
で
大
型
の
風
車
に
よ
る
実
証

事
業
も
行
わ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
、
全
国

的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
本
市
沖
で
計
画
が
進
む
洋
上
風
力
発
電

関
連
事
業
が
、
本
市
に
ど
の
よ
う
な
経
済

効
果
が
あ
り
市
民
に
ど
の
よ
う
な
恩
恵
を

も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
か
を
具
体
的
に

示
す
こ
と
が
課
題
で
あ
り
、
当
委
員
会
と

し
て
も
関
連
事
業
の
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ

ッ
ト
を
明
確
に
と
ら
え
、
当
局
に
提
言
す

る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

２
．
中
間
報
告

⑴
本
市
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
の
分
析

　
洋
上
風
力
発
電
事
業
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
す
我
が
国
へ
の
取
り

組
み
に
大
き
く
寄
与
す
る
ほ
か
、
当
局
か

ら
の
聞
き
取
り
に
よ
り
、
本
市
に
お
い
て

も
固
定
資
産
税
の
増
収
や
出
捐
金
収
入
な

ど
の
財
政
面
、
雇
用
や
観
光
な
ど
の
産
業

面
に
お
け
る
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る

こ
と
を
改
め
て
認
識
し
た
。
し
か
し
、
施

設
や
港
湾
整
備
に
お
け
る
効
果
や
活
か
し

方
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
調
査
・
研
究
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
先

進
地
で
の
取
り
組
み
を
視
察
し
、
地
域
に

与
え
る
経
済
効
果
な
ど
の
実
例
に
つ
い
て

調
査
す
る
こ
と
と
し
た
。

⑵
先
進
地
で
の
視
察
か
ら

①
福
岡
県
北
九
州
市

　「
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
ポ
ー
ト
ひ
び

き
事
業
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
視
察
を

行
っ
た
。

　
同
市
で
は
、
積
み
出
し
建
設
拠
点
・
製

造
産
業
拠
点
・Ｏ
＆
Ｍ
拠
点
・
物
流
拠
点

の
４
つ
の
機
能
を
持
つ
総
合
拠
点
の
集
積

を
目
指
し
て
お
り
、
北
九
州
市
沖
に
お
け

る
洋
上
風
力
発
電
の
み
な
ら
ず
、
日
本
お

よ
び
東
ア
ジ
ア
の
洋
上
風
力
発
電
の
拠
点

と
し
て
の
役
割

を
強
化
す
る
な

ど
、
大
規
模
な

産
業
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
る

と
い
う
印
象
を

受
け
た
。
も
と

も
と
鉄
鋼
業
が

盛
ん
な
ま
ち
で

あ
り
、
強
い
港

湾
イ
ン
フ
ラ
や

環
境
の
ノ
ウ
ハ

ウ
な
ど
、
地
元

の
強
み
を
最
大
限
に
活
か
し
な
が
ら
、
地
元

産
業
も
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。

　
ま
た
、Ｏ
＆
Ｍ
の
拠
点
と
な
る
た
め
に
は
、

小
型
の
部
材
や
工
具
を
使
い
、
比
較
的
小

規
模
な
設
備
で
対
応
す
る
日
常
的
な
点
検

や
簡
単
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
広
い
敷
地
と
大

き
な
船
が
入
れ
る
港
湾
施
設
が
必
要
と
な

る
大
型
の
ブ
レ
ー
ド
を
交
換
す
る
よ
う
な

大
規
模
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
両
方
に
対
応

す
る
必
要
が
あ
る
と
の
考
え
を
伺
っ
た
。

②
長
崎
県
五
島
市

　「
観
光
振
興
計
画
に
つ
い
て
」
及
び
「
再

生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
促
進
に
お

け
る
地
域
活
性

化
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
視

察
を
行
っ
た
。

　
同
市
で
は
、

浮
体
式
洋
上
風

力
発
電
に
よ
り

得
た
利
益
を
基

金
と
し
て
積
み

立
て
地
域
に
還

元
す
る
取
り
組

み
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
観
光
振

興
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
行
政
の

一
方
的
な
意
見
の
み
な
ら
ず
、
観
光
協
会

や
商
工
会
議
所
、
宿
泊
施
設
、
交
通
事
業

者
、
特
に
観
光
現
場
に
近
い
人
々
な
ど
多

様
な
人
々
か
ら
意
見
を
聞
き
、
具
体
的
な

事
例
を
共
有
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
印

象
的
で
あ
っ
た
。
環
境
学
習
や
民
泊
、
富

裕
層
向
け
な
ど
様
々
な
観
光
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
参
考
と
な

り
、
老
朽
化
が
進
む
観
光
施
設
の
財
源
確

保
に
向
け
た
検
討
も
課
題
で
あ
る
と
感
じ

た
。

（
３
）
今
後
の
取
り
組
み

　
本
市
に
お
い
て
も
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
促
進
に
よ
り
、
様
々
な
形
で
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
と
感
じ
た
。
し
か
し
、

当
該
事
業
に
よ
る
影
響
を
最
大
限
に
活
用

し
て
い
く
に
は
、
早
い
う
ち
か
ら
計
画
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
行
政
や
関
連
事
業
者
の
み
な
ら
ず
、

観
光
業
も
含
む
地
元
企
業
や
市
民
と
も
協

力
し
、
そ
の
活
用
に
向
け
て
協
議
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
得
た
知

見
を
本
市
で
も
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
、
ど
の
よ
う
に
活
か
す
べ
き
か
な
ど
を

含
め
、
引
き
続
き
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
促
進
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
向
け
て
、

地
元
企
業
や
市
民
の
関
わ
り
方
な
ど
の
具

体
的
な
方
策
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た

い
と
考
え
る
。

…先進地視察先…

 ７月１０日～１２日

●福岡県北九州市

●長崎県五島市

再生可能エネルギー（特に洋上風力発電

事業）促進における地域活性化について

産業建設 常任委員会

…先進地視察先…

　７月８日～１０日

　●大阪府大東市

　●岡山県奈義町

子育てにやさしい

環境づくりについて

教育民生 常任委員会

大東市すこやかセンター

奈義町の子育て支援についての講話

子育て世代包括支援センターふぁみりあ明るい雰囲気の相談室

各
常
任
委
員
会
の

中
間
報
告
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

風力発電関連産業の総合拠点を目指す北九州市での視察

メンテナンス中の浮体式洋上風力発電設備の視察

波風があっても揺れない
浮体式洋上風力発電
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、
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収
や
出
捐
金
収
入
な

ど
の
財
政
面
、
雇
用
や
観
光
な
ど
の
産
業

面
に
お
け
る
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る

こ
と
を
改
め
て
認
識
し
た
。
し
か
し
、
施

設
や
港
湾
整
備
に
お
け
る
効
果
や
活
か
し

方
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
調
査
・
研
究
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
先

進
地
で
の
取
り
組
み
を
視
察
し
、
地
域
に

与
え
る
経
済
効
果
な
ど
の
実
例
に
つ
い
て

調
査
す
る
こ
と
と
し
た
。

⑵
先
進
地
で
の
視
察
か
ら

①
福
岡
県
北
九
州
市

　「
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
ポ
ー
ト
ひ
び

き
事
業
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
視
察
を

行
っ
た
。

　
同
市
で
は
、
積
み
出
し
建
設
拠
点
・
製

造
産
業
拠
点
・Ｏ
＆
Ｍ
拠
点
・
物
流
拠
点

の
４
つ
の
機
能
を
持
つ
総
合
拠
点
の
集
積

を
目
指
し
て
お
り
、
北
九
州
市
沖
に
お
け

る
洋
上
風
力
発
電
の
み
な
ら
ず
、
日
本
お

よ
び
東
ア
ジ
ア
の
洋
上
風
力
発
電
の
拠
点

と
し
て
の
役
割

を
強
化
す
る
な

ど
、
大
規
模
な

産
業
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
る

と
い
う
印
象
を

受
け
た
。
も
と

も
と
鉄
鋼
業
が

盛
ん
な
ま
ち
で

あ
り
、
強
い
港

湾
イ
ン
フ
ラ
や

環
境
の
ノ
ウ
ハ

ウ
な
ど
、
地
元

の
強
み
を
最
大
限
に
活
か
し
な
が
ら
、
地
元

産
業
も
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。

　
ま
た
、Ｏ
＆
Ｍ
の
拠
点
と
な
る
た
め
に
は
、

小
型
の
部
材
や
工
具
を
使
い
、
比
較
的
小

規
模
な
設
備
で
対
応
す
る
日
常
的
な
点
検

や
簡
単
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
広
い
敷
地
と
大

き
な
船
が
入
れ
る
港
湾
施
設
が
必
要
と
な

る
大
型
の
ブ
レ
ー
ド
を
交
換
す
る
よ
う
な

大
規
模
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
両
方
に
対
応

す
る
必
要
が
あ
る
と
の
考
え
を
伺
っ
た
。

②
長
崎
県
五
島
市

　「
観
光
振
興
計
画
に
つ
い
て
」
及
び
「
再

生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
促
進
に
お

け
る
地
域
活
性

化
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
視

察
を
行
っ
た
。

　
同
市
で
は
、

浮
体
式
洋
上
風

力
発
電
に
よ
り

得
た
利
益
を
基

金
と
し
て
積
み

立
て
地
域
に
還

元
す
る
取
り
組

み
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
観
光
振

興
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
行
政
の

一
方
的
な
意
見
の
み
な
ら
ず
、
観
光
協
会

や
商
工
会
議
所
、
宿
泊
施
設
、
交
通
事
業

者
、
特
に
観
光
現
場
に
近
い
人
々
な
ど
多

様
な
人
々
か
ら
意
見
を
聞
き
、
具
体
的
な

事
例
を
共
有
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
印

象
的
で
あ
っ
た
。
環
境
学
習
や
民
泊
、
富

裕
層
向
け
な
ど
様
々
な
観
光
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
参
考
と
な

り
、
老
朽
化
が
進
む
観
光
施
設
の
財
源
確

保
に
向
け
た
検
討
も
課
題
で
あ
る
と
感
じ

た
。

（
３
）
今
後
の
取
り
組
み

　
本
市
に
お
い
て
も
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
促
進
に
よ
り
、
様
々
な
形
で
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
と
感
じ
た
。
し
か
し
、

当
該
事
業
に
よ
る
影
響
を
最
大
限
に
活
用

し
て
い
く
に
は
、
早
い
う
ち
か
ら
計
画
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
行
政
や
関
連
事
業
者
の
み
な
ら
ず
、

観
光
業
も
含
む
地
元
企
業
や
市
民
と
も
協

力
し
、
そ
の
活
用
に
向
け
て
協
議
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
得
た
知

見
を
本
市
で
も
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
、
ど
の
よ
う
に
活
か
す
べ
き
か
な
ど
を

含
め
、
引
き
続
き
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
促
進
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
向
け
て
、

地
元
企
業
や
市
民
の
関
わ
り
方
な
ど
の
具

体
的
な
方
策
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た

い
と
考
え
る
。

…先進地視察先…

 ７月１０日～１２日

●福岡県北九州市

●長崎県五島市

再生可能エネルギー（特に洋上風力発電

事業）促進における地域活性化について

産業建設 常任委員会

…先進地視察先…

　７月８日～１０日

　●大阪府大東市

　●岡山県奈義町

子育てにやさしい

環境づくりについて

教育民生 常任委員会

大東市すこやかセンター

奈義町の子育て支援についての講話

子育て世代包括支援センターふぁみりあ明るい雰囲気の相談室

各
常
任
委
員
会
の

中
間
報
告
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

風力発電関連産業の総合拠点を目指す北九州市での視察

メンテナンス中の浮体式洋上風力発電設備の視察

波風があっても揺れない
浮体式洋上風力発電
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政
策
提
案
の
た
め
の
委
員
会
所
管
事
務
調
査

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

１
．
は
じ
め
に

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
将
来
に

わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
交
通
体
系
を
構

築
す
る
こ
と
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。「
生

活
の
足
」
を
守
る
た
め
、
本
市
の
実
態

に
即
し
た
公
共
交
通
の
在
り
方
を
検
討

す
る
と
と
も
に
、
利
用
促
進
策
や
デ
マ

ン
ド
交
通
な
ど
、
先
進
地
域
の
公
共
交

通
を
参
考
に
課
題
解
決
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
、調
査
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
。

２
．
中
間
報
告

⑴
現
状
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
の
方

　向
性

　
地
域
公
共
交
通
計
画
や
交
通
対
策
に

つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
、
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
の
活
用
、
利
用
者
数
目
標
の

達
成
状
況
な
ど
の
現
状
把
握
を
行
い
、

本
市
の
方
向
性
と
今
後
の
課
題
解
決
に

向
け
て
調
査
研
究
す
る
。

⑵
先
進
地
域
の
視
察
か
ら

①
北
海
道
北
見
市

　
公
共
交
通
空
白
地
域
は
無
く
、
路
線

バ
ス
運
賃
は
均
一
で
、
ど
こ
か
ら
で
も

乗
れ
る
デ
マ
ン
ド
バ
ス
と
し
て
運
行
し

て
い
る
。
ま
た
、
路
線
バ
ス
の
位
置
情

報
が
確
認
で
き
る
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
を
行
っ
て
お

り
、
待
ち
時
間
の
短
さ
な
ど
好
評
を
得

て
い
る
。
さ
ら
に
、
利
用
者
の
少
な
い

路
線
で
は
、
代
替
え
と
し
て
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
混
乗
化
運
行
を
し
て
い
る
。

②
北
海
道
弟
子
屈
町

　
公
共
交
通
を
観
光
に
活
用
す
る
た
め
、

え
こ
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
２
日
券
、
３
日
券

で
期
間
中
乗
り
放
題
と
し
、
繁
忙
期
は

観
光
地
へ
の
増
便
を
行
っ
て
い
る
。

③
北
海
道
札
幌
市

　
利
用
者
が
少
な
い
循
環
バ
ス
の
代
替

と
し
て
一
地
域
、
路
線
バ
ス
の
代
替
と

し
て
一
地
域
で
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
一

台
を
利
用
し
た
デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
実

験
を
行
っ
て
お
り
、
予
約
制
の
運
行
で
、

事
業
者
協
賛
制
度
が
あ
り
、
協
賛
金
に

よ
り
停
留
所
設
置
や
車
内
広
告
な
ど
を

選
べ
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

⑶
今
後
の
取
り
組
み

　
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
交
通
体

系
、
地
域
で
運
行
し
て
い
る
車
両
の
有

効
利
用
な
ど
、本
市
の
課
題
に
対
し
て
、

参
考
に
な
る
事
例
も
多
く
、
今
後
も
検

討
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）

こ
こ
が

聞
き
た
い

こ
こ
が

聞
き
た
い

12P 佐々木隆一（日本共産党）

１．大雨被害・各河川の浚渫と堤防の嵩上

　  げを急ぐべき

２．地方自治法改正で災害対応などへの影

　  響は

３．マイナ保険証への対応は

４．コロナ医療に経済支援を要請すべき

５．子ども医療費の「窓口負担復活」促す新

　  たな通知への対応は

６．保護司の実態を把握し安全に配慮を

７．開かれた教科書採択を

11P 小川幾代（立憲民主党）

１．県で行う１８歳までの医療費助成による

　  影響は

２．新型コロナウイルスワクチン定期接種と

　  インフルエンザワクチン任意接種への費

　  用助成について

３．町内会解散への対応は

４．クーリングシェルターの実施状況は

５．路線バスの運行路線廃止とその後の対

　  応について

６．学校敷地内の遊具の修理について

10P 高橋信雄（高志会）

１．災害対応のタイムラグ等の検証について

２．インフラの点検と改修について

３．法定外公共物の災害復旧と責任の所在

　  について

４．災害時の被災地、被災者との連絡体制

　  について

５．ライフラインの確保について、断水の原

　  因は何か

６．激甚災害指定について

７．新ごみ処理施設整備事業の計画４年先

　  送りについて

11P 阿部十全（無所属）

１．災害対策について

２．洋上風力発電の固定資産税について

12P 佐藤健司（高志会）

１．財政運営について

２．人口減少対策と市活性化策について

３．農業振興策について

４．産業振興策について

13P 泉谷赳馬（高志会）

１．今般の豪雨災害への対応と影響、今後起

　  こりうる災害への対策について

２．ＩＴ・ＡＩツールの利活用について

３．「起業するなら由利本荘市で」をキャッ

　  チフレーズとした起業支援施策について

９月定例会では、
６人の議員が質問に立ちました。
YouTube配信をQRコードより
ご覧になれます。

地
す
べ
り
地
域
が
多
く
、
地
域

の
集
会
場
な
ど
が
避
難
所
に
指

定
さ
れ
て
い
な
い
。

　
自
主
避
難
の
一
時
避
難
場
所
と
し
て

は
評
価
で
き
る
が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
か
ら

外
れ
る
も
の
か
。

災
害
対
策
基
本
法
施
行
令
に
は
、

市
が
避
難
所
と
し
て
指
定
す
る

条
件
が
示
さ
れ
、
さ
ら
に
市
地
域
防
災

計
画
で
は
、
対
象
と
す
る
異
常
な
気
象

現
象
の
種
類
ご
と
に
避
難
所
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
多
く
の
地
域
の
集
会
所
な
ど

は
、
指
定
避
難
所
と
し
て
指
定
さ
れ
て

い
な
い
が
、
発
災
時
に
避
難
者
な
ど
が

自
ら
開
設
す
る
広
義
の
避
難
所
と
し
て
、

類
型
の
ひ
と
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。

問答 指
定
さ
れ
な
い
集
会
場
な
ど

　
　へ
の
避
難
の
在
り
方
は

高橋信雄
（高志会）

由
利
地
域
黒
沢
踏
切
よ
り
子
吉

川
上
流
に
向
か
う
と
左
岸
堤
防

が
右
岸
に
比
べ
て
１
メ
ー
ト
ル
以
上
低

く
、
今
回
越
水
し
住
家
浸
水
被
害
に
遭

わ
れ
た
。

　
堤
防
か
さ
上
げ
の
改
修
工
事
を
強
く

望
む
。

沿
川
の
皆
様
の
不
安
の
早
期
解

消
を
求
め
、
明
法
、
森
子
地
区

子
吉
川
左
岸
の
堤
防
か
さ
上
げ
に
つ
い

て
具
体
的
な
計
画
策
定
に
着
手
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
国
に
働
き
か
け
を
強
く

行
っ
て
い
く
。

　「
子
吉
川
圏
域
流
域
治
水
協
議
会
」

に
お
い
て
再
度
災
害
防
止
に
向
け
た

「
水
災
害
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
立
ち
上

げ
が
決
定
し
、
越
水
や
決
壊
の
あ
っ
た

流
域
治
水
対
策
の
加
速
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問答 子
吉
川
左
岸
の
早
期
改
修
で

　
　
　
　
　
　不
安
解
消
を

　
市
議
会
で
は
、
政
策
の
提
案
や
提
言
を
目
指
し
て
事
務
事
業
の
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
常
任
委
員
会
（
総
務
・
教
育
民
生
・
産
業
建
設
）
ご
と
に
所
管

す
る
事
務
事
業
か
ら
テ
ー
マ
を
定
め
、
２
年
間
（
令
和
５
年
１１
月
か
ら
令
和
７
年

１０
月
）
の
期
間
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
中
間
報
告
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

…先進地視察先…

 ７月８日～１０日

●北海道北見市

●北海道弟子屈町

●北海道札幌市

地域公共交通について

総務 常任委員会

カーリング「ロコ・ソラーレ」のまち北見市にて観光地での公共交通活用に取り組む弟子屈町にて

世界に誇る急生長した札幌市にて

て

し

か
が
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（無所属）
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災
害
時
情
報
伝
達
方
法
と
し
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
防
災
メ
ー
ル

も
重
要
だ
が
、
声
が
直
接
届
く
広
報
車

の
活
用
は
。

広
報
車
両
は
消
防
関
係
を
除
き

全
市
で
30
台
、
各
総
合
支
所
に

最
低
１
台
配
置
さ
れ
て
い
る
。
土
砂
災

害
・
全
国
統
一
防
災
訓
練
で
、
広
報
車

で
の
避
難
指
示
な
ど
を
周
知
す
る
情
報

伝
達
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。
情
報
提

供
は
被
災
さ
れ
た
方
々
に
寄
り
添
う
手

段
の
一
つ
と
し
て
必
要
に
応
じ
実
施
し

て
い
く
。

問答 災
害
対
策
は

避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難
所

利
用
が
無
か
っ
た
こ
と
の
状
況

と
検
証
に
つ
い
て
。

住
民
の
避
難
行
動
の
実
施
に
つ

い
て
は
、
自
主
防
災
組
織
の
活

動
状
況
や
被
災
者
の
生
活
再
建
状
況
、

避
難
指
示
発
令
、
避
難
誘
導
な
ど
の
タ

イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
調
査
・
検
証
を
行

っ
て
い
く
。
避
難
行
動
要
支
援
者
の
方

問答

特
例
措
置
に
よ
る
軽
減
や
見
直

し
な
ど
が
あ
り
、
不
確
実
な
収

入
だ
が
、
事
業
者
か
ら
確
実
に
事
業
開

始
の
確
約
が
あ
っ
た
の
か
。

事
業
者
よ
り
２
０
３
０
年
末
の

運
転
開
始
を
目
指
し
て
い
る
と

伺
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
前
提
に
課
税
を

見
込
ん
で
い
る
。
財
政
見
通
し
に
つ
い

て
は
、
現
時
点
で
限
ら
れ
た
情
報
の
中

で
推
計
を
行
っ
た
も
の
で
、
あ
く
ま
で

も
試
算
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
年
５

億
円
程
度
と
し
た
。

問答 洋
上
風
力
発
電
の

　
　固
定
資
産
税
に
つ
い
て

町
内
会
解
散
に
つ
い
て
の
相
談

へ
の
対
応
は
。

町
内
会
の
イ
ベ
ン
ト
が
な
く
な

る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

機
能
の
減
退
に
繋
が
り
、地
域
の
防
犯
・

防
災
力
の
低
下
を
招
く
な
ど
、
よ
り
よ

い
生
活
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
懸
念
が
生
ま
れ
る
。
こ
の
ほ

か
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
、
集

会
所
の
取
り
扱
い
な
ど
の
課
題
も
生
じ

る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

問答 町
内
会
解
散
の
リ
ス
ク
は

路
線
バ
ス
廃
止
へ
の
対
応
は
。

運
送
業
の
働
き
方
改
革
に
よ
る

勤
務
時
間
の
縮
減
と
慢
性
的
な

運
転
手
不
足
な
ど
、
路
線
の
維
持
が
極

め
て
厳
し
い
中
、
２
路
線
に
つ
い
て
事

業
者
か
ら
廃
止
協
議
の
申
し
出
を
受
け
、

検
討
し
て
い
る
。

　
岩
谷
線
は
大
内
地
域
を
運
行
す
る
コ

問答 移
動
手
段
の
確
保

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
延
伸
し
、
本
荘
地

域
内
の
交
通
結
節
点
ま
で
運
行
す
る
。

赤
田
線
は
児
童
・
生
徒
の
通
学
は
ス
ク

ー
ル
バ
ス
の
運
行
を
教
育
委
員
会
と
協

議
し
て
お
り
、
一
般
の
利
用
者
に
つ
い

て
は
乗
り
﹇
逢
い
﹈
交
通
事
業
を
赤
田

地
区
と
の
対
話
会
に
て
提
案
し
て
い
る
。

遊
具
の
総
点
検
後
、
修
理
の
優

先
順
位
は
。

全
て
の
小
学
校
を
対
象
に
、
今

年
５
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
安

全
点
検
を
し
た
と
こ
ろ
、
７
校
に
状
態

の
悪
い
遊
具
が
９
基
確
認
さ
れ
た
。
子

ど
も
達
の
安
全
を
第
一
に
考
え「
安
心
・

安
全
」
な
教
育
環
境
の
維
持
に
努
め
て

い
る
。
遊
具
の
修
理
に
つ
い
て
は
設
置

の
年
数
、
使
用
頻
度
、
現
在
の
状
況
、

各
学
校
に

お
け
る
遊

具
の
数
や

種
類
を
総

合
的
に
考

慮
し
な
が

ら
優
先
順

位
を
つ
け

て
い
る
。

問答 校
庭
遊
具
の
早
期
修
理
を

新ごみ処理施設敷地造成及び
アクセス道路整備工事変更契約締結

問 　具体的な変更内容は。

答 　アクセス道路法面工を種子散布から植生
基材吹付に変更。造成エリアの雨水排水を適
切に処理するための盛土配水管布設工など
を追加。３５３９万１４００円の増額となる。

　現地調査の結果、法面の工事内容などを変更し

ます。 教

造成が進むアクセス道路

が
躊
躇
せ
ず
避
難
行
動
を
行
え
る
よ

う
に
さ
ら
に
研
究
を
進
め
る
。

7月25日朝の様子（石沢上野）

三セク・フォレスタ鳥海に
補助金

問 　補助の背景は。

答 　新社長が就任する前までの第１四半期（４
月～６月）の純損失額相当額（１３１０万円）を
支援する。そのほか、従業員の育成や営業活
動、イベント企画などに必要な経費として、相
当額（４９０万円）を支援する。

　「フォレスタ鳥海」を運営する市の第三セクタ

ー・株式会社フォレスタ鳥海に、１８００万円の運営

資金を補助するものです。 産

使用できない複数の遊具

森子橋の橋梁撤去

問 　撤去の経緯と予定は。

答 　昭和４５年９月に竣工し供用を開始した森子
橋は、平成２９年度の橋梁診断において「早
期措置段階」と判定された。平成２１年から
は桁下余裕高の不足を指摘され、豪雨時には
水防団による通行止め措置を実施している。
　令和６年度は第Ⅰ期工事として、上部工及
び橋脚１基を撤去する。令和７年度に橋脚２
基を撤去、令和１２年から１３年度に国道切廻
しを行い、橋台を撤去する予定である。

　市道森子前郷線（森子橋）橋梁撤去工事（第

Ⅰ期）の請負契約を２億６４００万円で締結します。

産

解体計画された森子橋

東由利・湯楽里の源泉引湯管
修繕および売上減少補填

問 　修繕と補償補填の概要は。

答 　７月２４日からの豪雨により、黄桜温泉湯
楽里の源泉引湯管が破損、流出したため、仮
設管復旧及び本復旧修繕費用１４６万円を、
予備費により対応した。
　また、黄桜の里に対し、温泉部門の営業休止
期間の売り上げ減少額１４４万円を補填する。

　豪雨災害によって破損した黄桜温泉「湯楽里」

の源泉引湯管の修繕費を、予備費により対応し

ました。また、「湯楽里」を運営する市の第三セク

ター・株式会社黄桜の里に対し、温泉部門の売上

減少分を補償補填するものです。 産

松くい虫被害防止事業費
補助金の増額

問 　増額の背景は。

答 　当初予算である７００万円を上回る事業実
施要望に対応するため、７３９万円を増額し、
補正後の額を１４３９万円とする。

　松くい虫被害木の伐採などを対象に事業費を

増額補正するものです。 産
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佐藤健司
（高志会）

結
婚
支
援
策
と
子
育
て
支
援
策

は
。

「
ア
ベ
イ
バ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、

若
者
同
士
の
出
会
い
の
場
を
創

出
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
好
評
で
、
結

婚
新
生
活
支
援
事
業
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

か
ら
も
結
婚
を
後
押
し
す
る
も
の
と
な

っ
て
お
り
、
人
口
減
少
の
抑
制
に
一
定
の

効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て
は
、
伴
走

型
の
相
談
対
応
や
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
「
あ
お
ぞ
ら
」
な
ど
で
の
相
談

機
能
の
充

実
を
図
る

な
ど
、
不

安
や
悩
み

を
解
消
で

き
る
よ
う

に
切
れ
目

の
な
い
効

果
的
な
施

策
の
展
開

に
努
め
る
。

問答 人
口
減
少
対
策
と
市
活
性
化
策
は

子
牛
価
格
、
牛
肉
の
枝
肉
価
格

の
低
迷
打
開
の
た
め
、
秋
田
由

利
牛
販
売
拡
大
の
方
策
を
。

「
秋
田
由
利
牛
振
興
協
議
会
」
が

主
体
と
な
り
、
都
内
ス
ー
パ
ー

や
首
都
圏
の
飲
食
店
に
対
し
取
扱
量
の

拡
大
に
つ
い
て
お
願
い
し
て
い
る
ほ
か
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
イ
ベ
ン
ト
出
店
、
市

内
小
学
校
給
食
へ
の
食
材
提
供
な
ど
に

加
え
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
企

画
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
う
し

た
取
り
組
み
の
充
実
強
化
を
図
り
な
が

ら
、
消
費
拡
大
に
向
け
後
押
し
す
る
。

問答 農
業
振
興
策
は

ここが聞きたい
一 般 質 問
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自宅敷地内の土砂の
撤去費助成金

問 　助成の内容は。

答 　住宅、非住家、宅地において日常生活に支障
や、使用が困難と認められたとき、対象経費の
２分の１以内（上限６０万円）を助成する。

　豪雨災害での土砂撤去費を助成します。 総

鳥海山ろく線の災害復旧支援

問 　被災内容と支援内容は。

答 　豪雨の被災箇所については、１１箇所。災
害総額約７０４０万円。
　負担割合は、国庫補助４分の１、県８分の１、
本市８分の１、鉄道事業者負担２分の１。
　県と市は、国の災害復旧事業補助金を活用
が可能となる。鉄道事業者は、第三セクター
鉄道等協議会土木構造物保険を利用する。

　豪雨災害による復旧事業を支援します。

総

黒沢架道橋崩落現場

被災者見舞金支給費
２２０万円を補正

問 　支給対象や支給額は。

答 　自然災害により住家の全壊、流失、半壊ま
たは床上浸水の被害を受けた方が対象。罹
災証明の被害の内容により、全壊１０万円、半
壊５万円、準半壊及び床上浸水は２万円の見
舞金を支給する。

　７月の豪雨により被災された方に見舞金を支給

します。 教

育
成
就
労
制
度
へ
の
市
の
対
応

は
。

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
に

あ
た
っ
て
は
、
２
０
２
７
年
に

「
育
成
就
労
制
度
」
が
導
入
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。
本
人
の
意
向
に
よ
る
就
労

場
所
の
変
更
も
可
能
と
な
り
、
都
市
部

へ
の
人
材
流
出
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
市
と
し
て
は
、
企
業
や
労
働
者
に
寄

り
添
っ
た
施
策
の
充
実
の
ほ
か
「
秋

田
県
外
国
人
材
受
入
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
と
の
連
携
を
強
化
す
る
。

問答 産
業
振
興
策
は

佐々木隆一
（日本共産党）

政
府
が
巨
額
の
税
金
を
投
入
し

て
も
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
が

伸
び
な
い
の
は
窓
口
で
有
効
期
限
切
れ

や
被
保
険
者
で
あ
る
資
格
確
認
が
無
効

と
出
た
り
す
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起

き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
市
内
の
医
療
機
関
、
薬
局
の
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
の
普
及
数
、
普
及
率
は
い
く

ら
か
。
利
用
率
は
い
く
ら
か
。

　
こ
の
制
度
に
対
し
て
反
対
の
意
見
も

多
い
が
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

医
療
機
関
や
薬
局
の
導
入
数
は

１
１
３
、
普
及
率
は
97
％
、
利

用
率
は
国
保
で
16
％
、
後
期
高
齢
者
保

険
で
10
％
で
あ
る
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
や
安
全
性
を
丁
寧
に
伝
え
、
市
独
自

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
利
用
に
よ
る

利
便
性
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答 マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
対
応
は

今
年
は
教
科
書
採
択
の
年
で
中

学
校
で
来
年
度
か
ら
４
年
間
使

う
教
科
書
の
採
択
が
行
な
わ
れ
た
。

　
そ
の
中
に
は
日
本
の
侵
略
戦
争
を
美

化
し
憲
法
を
変
え
て
戦
争
す
る
国
づ
く

り
に
誘
導
す
る
か
の
よ
う
な
「
戦
争
回

帰
」
が
進
め
ら
れ
教
職
員
や
保
護
者
が

危
惧
す
る
教
科
書
も
あ
っ
た
。

　
教
科
書
採
択
は
ど
の
よ
う
に
し
て
決

ま
っ
た
の
か
。

市
民
や
教
職
員
か
ら
意
見
を
募

り
、
採
択
地
区
協
議
会
が
さ
ま

ざ
ま
な
観
点
か
ら
教
科
ご
と
に
検
討
し
、

慎
重
に
議
論
を
進
め
て
き
た
。

　
採
択
地
区
協
議
会
で
は
公
正
か
つ
適

正
に
進
め
て
い
る
。
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
採
択
さ
れ
た
教
科
書
が
公
開
さ
れ

て
お
り
、
今
後
も
厳
正
か
つ
適
正
に
進

め
て
い
く
。

問答 開
か
れ
た
教
科
書
採
択
を

こどもプラザあおぞら

久保田集落センター改修

問 　補助の内容は。

答 　平成２９年に市から譲渡された建物。豪雨
災害には、災害救助法が適用されたことから、
補助率を３分の２にかさ上げし、集会施設改
修補助金８６万８千円を追加する。

　豪雨災害に伴い改修補助金を追加します。

総

豪雨災害で改修補助金が追加された、久保田集落センター

災害救助法に基づく住宅の
応急修理制度

問 　制度の概要は。

答 　災害により住宅が一定の被害を受け、自ら
修理する資力のない世帯が対象となる制度。
被災した住宅の居室・台所・トイレなどの日常
生活に必要な最小限度の部分の応急的な修
理について、市が修理業者に依頼し、修理費
用を直接業者に支払う。「半壊」以上が３５件
と想定し、予算措置をした。

　豪雨被害に対して、被災住宅の応急修理に係

る委託料２５０９万円を専決処分により予算措置

したものです。

産

被災住宅特定空家化対策事業

問 　事業の内容は。

答 　被災した住宅が空き家として放置されること
を抑止するとともに、その住宅の解体工事に
要する費用の一部を補助する。補助対象住宅
は個人の住宅で半壊以上と認定されたもの。
補助金は補助対象経費の２分の１以内（上限
５０万円）とする。

　７月２４日からの豪雨で被災した住宅の解体工

事費用の一部を補助します。

教
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総 … 総務常任委員会 教 … 教育民生常任委員会 産 … 産業建設常任委員会

文中の記号は次のとおり所管委員会を表しているものです。

８月臨時会・
９月定例会のトピックス

　８月臨時会が、８月７日に開催され専決処分報告（補正予算）２件、契約７件、補正予算案１件が可決され
ました。
 また、９月定例会が、８月２８日から９月２５日までの２９日間の日程で開催され、専決処分報告（補正予算）
１件、令和５年度決算認定１４件、人事案件２件、条例案１件、補正予算案１３件、契約案件１件、その他５件
の案件３７件が審議され、すべてが原案のとおり可決されました。
　また、継続審査中のものを含む陳情２件の内、採択は１件、趣旨採択１件となりました。

７月２４日からの豪雨災害に
ついて

土砂崩れの箇所（由利地域堰口）

令和6年9月７日（土）から8日（日）　　会場／川内川特設会場

ここが聞きたい
一 般 質 問

泉谷赳馬
（高志会）

　鹿児島県薩摩川内大会に向けて私ども市議会クルーは、今年１
月からアクアパルのフィットネスジムでの体力づくりに始まり、6月か
ら8月末までは実戦形式での練習を重ね全国大会に臨みました。
　議会議員の部には24チームが出場、大会初日には5組による
予選が行われ、各組の１位だけが決勝に進み、2位以下は交流
戦（タイムレース）に臨むことになります。
　私ども、議会子吉川クルーは、予選で今まで経験のない波に
翻弄されて愛知県東郷町議会に1秒78差の2位となり翌日の交
流戦に臨むことになりました。交流戦当日は波も収まり、１月から取り組んできた子吉川クルーの練習成果を150％発
揮。常勝チームの戸田市議会モクセイ、大津市議会αなどを押えて18クルー中第１位（1分31秒）となりました。
　この成績は、議会議員の部決勝戦で第１位となった大津市議会βと、交流戦で第１位となった私ども市議会子吉川
クルーとは0秒13差で、議員の部24クルー中第2位のタイムで漕ぐ事が出来ました。来年の第34回大会は13年ぶりに
兵庫県豊岡市での開催となります。前回（第21回豊岡）の大会においては、子吉川クルーが議会議員の部第１位、鳥
海山クルーがシニアの部第２位。また本荘由利森林組合が初優勝を飾っています。次期、豊岡大会に向けては、今年
の反省を踏まえ更に進化し「ボートのまち由利本荘」のPRと交流に努めますのでご支援お願い致します。

（議会クルー　伊藤順男）

■市議会参加メンバー　伊藤順男・長沼久利・三浦晃・佐藤健司・佐藤義之・小松浩一・甫仮貴子・松本学・泉谷赳馬
■チーム由利本荘参加クルー　森林組合Ｌ（決勝第２位）・森林組合（決勝第３位）・ちゃ田ま・んだべおん！・Teamやまと
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問答

第３3回全国市町村交流レガッタ薩摩川内大会
さつ ま せん だい

豪雨による道路被害（久保田）

堤防が決壊した西目川（西目町西目）

板戸川にかかる惣七橋への流木の堆積（東由利舘合）

市道久保田大森台線

水稲等冠水被害　　　　 6億4828万円（888.67ha）
栽培施設等被害　　　　 5億8068万円
農地・農業用施設被害　80億 446万円（3434箇所）
林道施設被害　　　　　 4億 149万円 （282箇所）
山地被害　　　　　　　18億7900万円 （45箇所）
道路被害　　　　　　　72億9103万円 （548箇所）
河川被害　　　　　　　36億1678万円 （192箇所）
（9月30日時点）
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８月臨時会８月臨時会

◆市道森子前郷線（森子橋）橋梁撤去工事（第Ⅰ期）請負契約の締結について

　契約金額：２億６４００万円
　契約の相手方：村岡・山科・菊地工業特定建設工事共同企業体
◆由利本荘市立本荘東小学校　校舎棟Ａ工区　建築主体工事請負契約の締結について

　契約金額：１０億９７８０万円
　契約の相手方：長田建設・菊地建設特定建設工事共同企業体
◆由利本荘市立本荘東小学校　校舎棟Ｂ工区　建築主体工事請負契約の締結について

　契約金額：８億９８１５万円
　契約の相手方：塚本建設・伊藤建友特定建設工事共同企業体

契約関係（主なもの） 可決

◆新ごみ処理施設整備事業に伴う

　敷地造成工事及びアクセス道路整備工事

　請負変更契約の締結について

　変更後の契約金額：６億９５３９万１４００円
　契約の相手方：村岡・木内・高橋秋和特定建設工事
　　　　　　　　共同企業体

契　約　関　係 可決

●由利本荘市国民健康保険条例の一部を

　改正する条例案

条　例　関　係

可決

９月定例会９月定例会

■監査委員（任期：４年）

　髙　橋　真理子　氏（再任）大内地域岩谷

人　事　案　件

同意
たか はし ま り こ

●本荘由利広域市町村圏組合と由利本荘市

　との間の介護保険者に関する事務の委託の廃止に

　ついて

そ の 他（主なもの） 可決

趣旨採択

○陳情第２号（継続審査中）

　年金制度における外国人への脱退一時金の是正

　を国に求める意見書提出についての陳情

　小坪慎也

採　　択

○陳情第９号

　豊かな学びの実現及び教職員定数改善並びに義務

　教育費国庫負担割合引上げを図るための２０２５年

　度政府予算に係る意見書提出についての陳情

秋田県教職員組合　執行委員長　小林久美子

陳　情　結　果

●委員会発案第２号

　教職員定数の改善と義務教育費の国庫負担割合引

　上げを求める意見書の提出について

委 員 会 発 案

意見書
提出

衆議院議長　参議院議長

内閣総理大臣　総務大臣

財務大臣　文部科学大臣

可決

■人権擁護委員（任期：３年）　

　新　田　実生子　氏（再任）矢島地域城内

人　事　案　件

にっ た み き こ

異議
なし

　令和６年７月３０日（火）カダーレを会場に、令和４年
度から３回目となる「高校生と語る会」を開催しました。
　今回は「今後の由利本荘市について語
り合おう」ということで、市内４校の高校生１８人、
市議会議員１４名が 7 つのグループに分かれ、それぞれ
のテーマに沿って話し合いをしました。今年度はさらに話
し合いを深化させ具体的な取り組みに結び付くよう、事
前アンケートからテーマを焦点化し、ワークショップ形式
で話し合いを行いました。
　各グループのテーマは次の通りです。

　どのグループの協議内容も、現代社会や本市の課題を捉えたもので、参加した生徒の課題意識の高さが
うかがわれました。
　協議を進めるにあたり、まずは本市の現状を話し合い、さらに理想とする本市の姿やそこに向かうため
の具体的な取り組みについて話し合いました。その後の全体会では、各グループから発表を行い、協議内
容の共有化を図りました。
　開催後実施したアンケートでは、他校の生徒や市議会議員と意見交換ができたことで、さまざまな意見
を聞くことができた充実感や、本市のまちづくりについて話し合うことの新鮮さについての記述が多く見ら
れました。また、自由記述の中には「由利
本荘市を自分たちが作っていかなければとい
う意識が生まれた」「地域との連携をしっか
りし、いいまちづくりをしていきたい」など、
本市のまちづくりを他人ごとではなく、自分
自身の問題として積極的に捉える姿も見られ
ました。高校生の由利本荘市を思う気持ちを
うれしく思うとともに頼もしく感じました。
　議会では、今回の語る会の内容を報告書と
してまとめるとともに、市への提言としてあげ
るべき意見について検討していく予定です。

（実行委員会委員長　小松浩一）

●少子高齢化・人口減少への対策
●学生の学習スペース
●公共施設の利活用
●秋田の良さや自然を生かしたまちづくり
●若者向けの施設やイベント
●農業の担い手減少への対策
●高校での給食実施

「市民と語る会」開催

令和６年度  由利本荘市議会
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７月

８月

９月

市民と語る会実行委員会
議会報編集特別委員会
議会報編集特別委員会
山形県尾花沢市行政視察来訪
市民と語る会実行委員会
市民と語る会全体会
会派代表者会議
市民と語る会「高校生と語る会」

議会運営委員会
臨時会
議会全員協議会
総務常任委員会
教育民生常任委員会
議会運営委員会
会派代表者会議
産業建設常任委員会協議会
本会議（開会）

本会議（一般質問）～５日
議会運営委員会
決算審査特別委員会
委員会（議案審査）決算審査特別委員会～１２日
決算審査特別委員会（主査報告）
議会全員協議会
市民と語る会実行委員会
議会運営委員会
本会議（閉会）
議会全員協議会
市民と語る会全体会

（７／１～９／３０）

 ３日
 ４日

１６日
１８日
１９日
２４日

３０日

５日
７日

２０日

２６日
２８日

４日
５日

１０日
１９日

２５日

９
月

定

例

会

２日
４日

６日
１３日
２０日

２２日

１日
１６日
３１日

１日

７日
１８日
２７日
２８日
２９日
３０日

慶祝、
協賛など

弔　　　事

７月 ８月 ９月

101,525円
（13件）

12,434円
（2件）

21,850円
（5件）

0円
（0件）

0円
（0件）

0円
（0件）

【議長交際費】

詳細はこちらから↑

【議長公務】

詳細はこちらから↑

　本会議でどんなことがどのように話し合われてい

るのか、様々な手段で知ることができます。皆さ

んの暮らしに直結していることばかりです。ぜひご

覧ください。

議会を見よう！知ろう！

★議会を傍聴！ライブで！
★会議録で読む

★ケーブルテレビで生中継

★由利本荘市議会YouTube
　チャンネルでライブ配信

▶ 次の定例会は１１／２９～１２／１７ ◀

７月

８月

９月

各期成同盟会等合同整備促進大会
東北日本海沿岸市町村議会協議会
総会（新潟県村上市）
あきた水と緑の森林祭
旧藩祭
本荘マリーナ海水浴場安全祈願祭
日本海洋上花火大会
秋田県市議会議長会定例会

東北日本海沿岸市町村議会協議会中央要望（東京都）～２日
鳥海獅子まつり
総合防災訓練

遠藤章博士を偲ぶ会
石川善兵衛翁の功績をたたえる植林記念祭
全国ボート所在市町村協議会議長懇話会（鹿児島県薩摩川内市）
本荘東小学校安全祈願祭並びに起工式
各期成同盟会等県内要望（市内・秋田市）
由利本荘・にかほ市民医学講座
市民ボート大会
市功労者選考委員会

議会日誌議会日誌

議長交際費議長交際費

実質収支は9億6470万7千円の黒字

企業会計の状況企業会計の状況

区　　分 総 収 益 支　　出

水 道 事 業

ガ ス 事 業

２４億６４３８万７千円

１２億８０６４万３千円

２１億７５０６万円

１２億１００２万円

下水道事業 ３１億  ２０５万４千円 ３０億９３７６万２千円

市債残高の状況市債残高の状況

年度比較 令和５年度 令和４年度

市 債 残 高 計

市民１人あたり

当該年度末人口

６３８億５３８８万５千円

８９５，７５４円

７１，２８５人

６４９億３４３９万５千円

８９８，３９７円

７２，２７８人

12億4824万円

9億6470万7千円

実質収支

2億8353万3千円

令和５年度繰越財源

歳入歳出差引額

歳入総額

3409万5千円

527億

歳出総額

8585万5千円

514億

令和５年度決算を認定

１０特別会計の状況１０特別会計の状況

予算現額 歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引額

９８億９１６２万８千円 ９９億２１８５万９千円 ９８億３４３１万円 ８７５４万９千円

１０特別会計…国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、診療所運営特別会計、情報センター特別会計、奨学資金特別会計、
介護サービス事業特別会計、スキー場運営特別会計、小友財産区特別会計、北内越財産区特別会計、松ヶ崎財産区特別会計

令和５年度 一般会計決算令和５年度 一般会計決算

議長公務（主なもの）議長公務（主なもの）

市議会カレンダー
● １２月定例会の予定 ●

１１／１０

２３２１１８ １９

１４１３１２１１

２２

１５

２４

１７

２７ ２８２５ ２６

１２／１ ２ ３ ７

３０

１６

２２ ２４ ２５ ２６２３ ２８２７

１５

８

１８ １９ ２０１６ ２１

１４１２ １３

月 火 水 木 金 土

本会議
（一般質問）

本会議
（開会）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

常任
委員会

日

４ ５ ６

９

２０

　１１月２０日（水）

正午までに受理する

請願・陳情を審議

する予定です

２９

本会議
（閉会）

１７

議会の予定は変更になる場合があります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。（ＴＥＬ２４－６３８６）

常任
委員会

常任
委員会

１０ １１

由利本荘市議会
YouTube
チャンネル

市議会議員の辞職について
小川幾代議員が一身上の都合により１０月９日をもって

辞職しました。
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は鳥海町の笹子地域のお祭りである「月山神

社祭典」が大好きです。私はこのお祭りに長

年、踊り子として参加しています。踊り子は赤い着

物と下駄を身に付け、町内を笛と太鼓のお囃子とと

もに練り歩きます。

　お祭りにはたくさんの鳥海地域の人々が訪れます。

見慣れた顔が多いので緊張しますが、踊り終わった

後は、たくさんの温かい拍手と言葉で会場全体が

包まれます。そんな温かい雰囲気が大好きです。

　このお祭りが大勢の人々に伝わっていないのはと

ても残念に思います。今はＳＮＳが普及している時

代です。それらを上手く活用し、もっと鳥海地域や

由利本荘市の良いところを知ってほしいと思いまし

た。

の家は、黒毛和牛の子牛を育てる仕事をして

います。その子牛がこの地域で牧草や米を食

べて育つと、秋田由利牛になります。　

　以前、父に秋田由利牛のおいしさのひみつを聞い

たことがありました。すると父は、おいしい空気と

水が豊かなこの地域で、愛情を込めて育てているか

らだと教えてくれました。そのことを知り、自然豊

かなここ由利本荘市でしか育たないおいしい秋田由

利牛を、もっとたくさんの人に知ってもらい、味わっ

てほしいと思いました。

　秋田由利牛がいつまでも由利本荘市の自慢であり

続けるように、今ある自然を大切にしたいです。私

一人の力は小さいかもしれないけれど、できること

から始めていきたいです。

愛 ＬＯＶＥ
アイ ラブ

ゆりほんじょう
vol.３6

私 私

自慢の秋田由利牛大好きなお祭りを大勢の人々 へ

子吉小学校 ６年

さん堀内 陽智

鳥海中学校 ３年

（町内名　宮内）（町内名　野宅）

おお た うちほり ひ さとのり

さん太田 璃乃

ま
ち
の

声
か
ら

　
９
月
、
町
内
会
の
敬
老
会
・
伊
勢
講
・
豊
作
祈

願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
タ
イ
ト
ル
で
す

と
各
家
々
の
皆
が
参
加
で
き
ま
す
。

　
婦
人
、
子
ど
も
た
ち
も
演
芸
担
当
と
し
て
参
加

し
ま
す
。
今
で
こ
そ
子
ど
も
が
少
な
く
幼
児
や
児

童
に
よ
る
踊
り
は
休
止
し
て
い
ま
す
が
、
一
昔
前

は
青
年
団
に
よ
る
踊
り
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

練
習
は
仕
事
終
わ
り
の
夜
に
集
ま
り
ま
す
。
町

内
名
を
入
れ
た
半
纏
も
作
り
ま
し
た
。

　
今
年
、
そ
の
半
纏
に
袖
を
通
す
と
懐
か
し
い

な
と
昔
の
青
年
団
の
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

　
踊
り
に
は
手
拍
子
だ
け
で
な
く
、
一
緒
に
歌
っ

て
も
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に

笑
顔
が
広
が
り
ま
す
。

　
戸
数
も
少
な
く
、
高
齢
化
の
ま
っ
た
だ
中
の

集
落
で
す
が
、
老
若
男
女
そ
ろ
っ
て
の
宴
は
ま

た
味
わ
い
深
い
も
の
で
す
。

　
笑
顔
の
輪
が
今
後
も
続
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

笑

顔

の

輪

え

こ

ま
つ

さ
ん

鳥
海
地
域 

  

　　　　　　
（
町
内
名

　才
ノ
神
）

小
松
こ
ず
江

編
集
後
記

　
一
段
と
猛
烈
に
暑
か
っ
た
今
夏
、

地
球
は
大
丈
夫
か
と
改
め
て
心
配

に
な
っ
た
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
熱
波
や
豪
雨
災
害
な
ど
気
候
変

動
の
影
響
は
現
状
で
も
深
刻
で
す
。

７
月
下
旬
、
市
内
に
も
か
つ
て
な
い

豪
雨
が
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

　
上
が
り
続
け
る
気
温
に
対
し
２

０
３
０
年
ま
で
の
対
策
が
重
要
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
変
え
る
に
は
世
論

と
政
治
の
力
が
不
可
欠
で
す
。

　
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
問
題

に
真
剣
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

で
し
ょ
う
。

（
佐
々
木
隆
一
）

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
佐
藤
　
正
人

副
委
員
長
　
甫
仮
　
貴
子

委
員
　
　
　
小
川
　
幾
代

　
　
　
　
　
佐
々
木
隆
一

　
　
　
　
　
大
友
　
孝
徳

　
　
　
　
　
佐
藤
　
義
之

　
　
　
　
　
泉
谷
　
赳
馬

　
　
　
　
　
三
浦
　
　
晃

　
　
　
　 

　
　   

（
議
席
順
）


